
小規模校特認校 姶良市立西浦小学校

「花とポエムと少年消防クラブ」 にしうら
学校だより 令和７年１２月

校長 久木崎 晃誠

11／８（土）土曜授業で，例年行っている「学習発表会」を「『とくいなこと』発表会」として
実施しました。子供たちは，自分の特技をやや緊張した感じもありましたが，得意気にみんなの前
で披露する姿が見られました。ダンス，運動技，ピアノ，暗唱，英語音読，マジック，けん玉等，
多岐にわたる様々な特技の発表に大変驚かされました。個々の子供たちの「よさ」を改めて感じる
と共に，一人ひとりが輝いた感動のある発表会になったと思います。
さて，本年度の第28回鹿児島県小学生人権作文コンテスト中学年の部で「最優秀賞」に選ばれ

た作文の一部を紹介します。

…ぼくの好きな色は赤だ。赤はかっこよくて、元気の出る色だ。ランドセルも上ばきも、大すき

な赤にした。女の子と同じ色のことが多いけれど、気にしたことはなかった。少し前の時代は、

「赤いランドセルは女の子のえらぶ色」だったとお母さんから聞いた。でも、男の子がえらんで

もよい色のはずだ。ぼくは、この赤いランドセルも上ばきも気に入っている。…

「男だから…」「女だから…」「男だったら…べき」「女だったら…べき」…etc.何となく思い込
んだり，偏った見方・考え方をしたりすることを「バイアス」というのだそうです。他にも，男子
は理数系が得意で，女子は文系。（男女に関わらず，得手不得手はある。ちなみに，自分は文系。）
「高校卒業者より大学卒業者の方が優秀」とか「地方大学の出身者より都市部大学の出身者の方が
仕事ができる」等というのも，本当にそうであるかどうかは実際には分からず（個人の力量等），
当てはまらない場合もあるのでバイアスといえるでしょう。
私たちの身の回りには，知らず知らずのうちに，そのような不要なバイアスがかかってしまって

いることがあるようです。
とはいえ，全てのバイアスが悪いわけではなく，時にはそれが必要な場合もあるのだそうです。

例えば，今に伝わる先人の知恵等は経験則に基づいた「バイアス」とも言えます。一方で，迷信等
は不要なバイアスに当てはまるのでしょうから，取り除いていくことによって差別をなくしたり，
平等な立場で生活したりすることに繋げていくことが大切だと考えます。
そこで，不要なバイアスを取り除いて下の文章をお読みください。意味がお分かりになりますか。

恥ずかしながら，バイアスがかかっている自分には，すぐに状況が理解できませんでした…。

父親が一人息子を連れてドライブに出かけた。

ところが，その途中で父親がハンドル操作を誤り，電柱に衝突する大きな交通事故を起こして

しまった。父親は即死。助手席の息子は意識不明の重体。すぐに救急車で病院に運ばれた。

外科医が手術室に入り，手術室に寝かされた子供を見るなり，「この子は…私の息子だ。」と

言って驚いた。 奥村高明他編「コミュニティ・オブ・クリエイティビティ」 引用 （文責 久木崎）

最初に紹介した作文は，次のように締めくくられています。

…これからは、それぞれのちがうこのみを分かり合える時代になったらいいなと思う。ぼくもみ

んなのこのみを、「それもいいね。」と言える人になりたい。

12月10日は国連が定めた「人権デー」です。差別を無くして，一人ひとりが「みんな違って，
みんないい」と心から思える社会にするためにも，未来を担う子供たちに不要なバイアスをかける
ことなく，また，子供たち自身が不要なバイアスをもつことのないようにしていくことが大切だと
考えます。そのために…まずは私たち大人から手本を見せられるように人権意識を高めていきたい
と自戒することです。 （※ 上文章中の「外科医」は「女医」さん＝母親 です。）
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不 要なバ イア スを取 り除く 〈 12/4～ 10； 人 権 週 間 （ 校内 ;12/1～ 7）〉



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日（木）校区拝賀式（10:00～） 

4日（日）校区鬼火焚き（18:30～） 

5日（月）仕事始め 

８日（木）３学期始業式・大掃除 

いじめ問題を考える週間（～1４日） 

10日（土）土曜授業日 

市消防出初式（加治木運動場） 

     ※ 13：00 出初式入場行進 

13日（火）鹿児島学力・学習状況調査 

（～14日／5年生対象） 

19日（月）健康生活週間（～24日） 

20日（火）英検 ESG（6年） 

23日（金）蒲生中学校入学説明会 

24日（土）学校給食週間（～30日） 

27日（火）栄養教室／あいあい号 

      家庭教育学級 

30日（金）新 1年生入学説明会 

令和８年 1月の主な行事予定 

「子供たち一人一人が主役」という小規模

校の特色を生かし，「とくいなこと発表会」

を実施しました。発表内容は多岐にわたり，

多くの方々の前で子供たちは堂々と発表す

ることができました。一人一人の頑張りが

光る，大盛況の１日となりました。 

入賞おめでとう！ 
【税に関する作品展（習字の部）】 

姶良・伊佐地区租税教育推進協議会会長賞 

5年 岩下 由珠さん 

～EM液づくり～ 

11/11（火），今年も蒲生生活

学校の皆様を講師としてお招き

し，EM液づくりを行いました。

大切に使いたいと思います。 

～「褒めるコミュニケーション講座～ 

11/12（水），家庭教育学級の一環で壹岐晃一郎先

生をお招きし，褒めるコミュニケーション講座を実施

しました。「価値を発見して伝えること」の大切さを

学んだ時間となりました。 

～福祉体験～ 

11/10（月），３～６年生は福祉体験を行いました。装具を着けた高

齢者疑似体験，白杖歩行，介助体験，車椅子体験等の活動を通して，福

祉の必要性について関心を深めたり，相手の気持ちを理解して行動する

ことの大切さについて考えたりする時間となりました。 

 会長さんが来校さ

れ，賞状を直接手渡し

ていただきました。 


